
既存の嚥下機能評価スケール 

Penetration-Aspiration scale 

Robbins, et al. Dysphagia 1999 

ALS Swallowing Severity Scale 

Hillel,, et al. 1999 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ALS8例における喉頭気管分離術/気管食道吻合術の有用性が報告されています。
手術後、全例で喀痰量、喀痰吸引回数の著明な減少を認め、誤嚥性肺炎や発熱の減少や消失がみられております。
経口摂取については全量または一部摂取が可能となり、食の楽しみを感じるものも多く、栄養指標の改善がみられました。
大きな合併症はみられず、
本人、介護者、医療スタッフとも精神的、肉体的負担が著明に改善され、すべての関係者で高い満足度を示しました。
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